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?関西大学経済学会創設50周年記念論集が，ここに関係者各位の御尽力によっ
て公刊の運びとなったことは，われわれ経済学部教識員一同の心からの慶びで
ある。
顧みるに，経済学会は， 昭和4年7月に「千里山経済学会」なる名称の下
に，正式の会則をもって発足し，本年をもって50周年目を迎えるに至ったので
ある。当時の会則には，すでに経済学会を教職員および学生によって組織し，
理論研究，講演会等を行なうことが明記され，いわゆる研究団体としての学会
活動の基礎が確立されていた。
昭和4年の経済学会の創立について『関西大学学報」（第72号， 昭和4年9
月）は， 「真摯なる経済学の研究団体として待望久しくしていた経済学研究会
は1ケ年に余る発起者の熱心なる要望に基づいて，最近ようやく具体化し，千
里山経済学会なる名称の下に公式に認可されるに至った」と述べ，当時の先学
達の意気込みをいきいきと報じている。
今日の経済学会の中心的事業である『関西大学経済論集』の刊行は，戦後の
昭和25年11月に第 1巻第 1号が創刊されたもので，爾来現在の第27巻第 6号ま
で通巻 158号にも達し，わが国の学会ならびに広く江湖に碑益をなしてきた。
この論集の創刊には，いわば前史といったものがあり，経済学会の発展と不可
欠の絆をもっている。
関西大学における研究雑誌については，昭和 9年以来，第14号まで発行され
た『関西大学研究論集」（年刊）と，戦争によって一時中断され昭和24年より
復刊され第4号まで発行をみた「人文科学論集」（季刊）とがあったが， 当時
の大学の情況からして，ただ 1つの総合的研究誌だけでは種々の難点があった
ため，昭和25年に経済学部と商学部の共通の研究誌として新しく「関西大学経
済論集」が創刊され，その編集発行を従来からあった経済学会が担当すること
になり，これと共に経済学会も根本的に改組され，ほぼ今日の姿をもつように
なったという経緯があった（『関西大学学報」第241号， 昭和26年7月参照）。
このほか，今日の『関西大学経済論集」のいわば鳴矢ともいうぺき『千里山
経済学会会報』が， すでに昭和13年7月に創刊されたが（『関西大学学報』第
162号，昭和13年9月参照），これについては残念ながら何号まで継続したか定
かではない。恐らくは戦時という特殊な事情のなかで中止を余儀なくされたの
ではないかと推測される。
このように経済学会が歩んできたこの半世紀は，文字通り激動の昭和史のさ
なかにあったといえる。そこにあって，ただひたすら学問への情熱と真理への
希求をもって経済学会の伝統を築き上げてこられた幾多の先輩の方々を想い起
し，ここに改めて深甚の敬意を表明したい。
幸いにもこの記念号に対し，多数の方々の御執筆を仰ぐことができ， 4分冊
に分けるほどの充実した論集にまとめることが可能となった。ここに研究論文
の寄稿を賜わった方々に厚く御礼申し上げると共に，刊行の準備や編集に長期
間にわたって御尽力下さった経済学会委員の方々に対しても重ねて謝意を表し
たい。
経済学会創設50周年に当り，今後の経済学会の益々の発展と充実を祈り，ま
た記念論集の刊行が斯学の学問的発展に大いなる貢献を与えることを期して，
祝意に代える次第である。
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